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⻑崎・浦上出⾝
⾼校⽣１万⼈署名活動（2007.7-2011.3）
⾼校⽣平和⼤使/ジュネーブ国連欧州本部（2009-2010）
核兵器廃絶地球市⺠集会⻑崎メンバーとしてNPT再検討会議に参加 （2010.5）
明治学院⼤学国際学部国際学科（2011.4-2016.3）
NPO法⼈ピースデポユースとしてNPT再検討会議に参加 （2015.5）
ヒバクシャ国際署名キャンペーンリーダー（2016.4-2021.3）
⻑崎⼤学核兵器廃絶研究センター 特任研究員（2021.7-）
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銭座⼩学校
⽕のトンネル
⼩学校６年⽣の時の図⼯担当⾺場務先⽣による取り組み
林⽥は取り組みの１期⽣
銭座⼩学校では今も続く伝統に発展
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※ ⻑崎新聞

※ ⻄⽇本新聞

⾼校⽣平和⼤使
⾼校⽣⼀万⼈署名活動
中学３年−⾼校３年⽣まで
・第12代⾼校⽣平和⼤使（ジュネーブ）
・第10代⾼校⽣⼀万⼈署名活動メンバー

⾃⼰紹介
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※ 朝⽇新聞

2010年NPT再検討会議
核兵器廃絶地球市⺠集会⻑崎
吉⽥勝⼆さんの紙芝居（桜⾺場中学校作成）を各学校で披露
明治学院⼤学の⾼原先⽣との出会い

※ 2015年の様⼦

⾃⼰紹介



ヒバクシャ国際署名
‧2016-2020年
‧国内外で1370万⼈以上の署名が集まる
‧核兵器禁⽌条約の発効に貢献

⾃⼰紹介



⾃⼰紹介
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⻑崎新聞 平和広告
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2023年⻑崎新聞 平和広告
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被爆者から受け取った思い
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吉⽥ 勝⼆ さん

2010年4⽉1⽇ 死去

写真：朝⽇新聞

〝平和の原点はひとの痛みがわかる心を持つ事〟

被爆者から受け取った思い



井原 東洋⼀ さん

2019年7⽉30⽇ 死去

写真：毎⽇新聞

〝戦争には勝者も敗者もない〟

被爆者から受け取った思い



⽯⽥ 忠 さん 2011年1⽉ 死去
⼀橋⼤学名誉教授。社会調査家として⽣涯、被爆者に教わる姿勢をつらぬく。
1977被爆問題国際シンポジウムにおいて〈原爆と⼈間〉の視点を提起する。
⽇本被団協の「原爆被害者調査」の企画・分析に携わるなど、
原爆被害の全体像研究、被爆者援護法の理論化に多⼤な貢献をした。
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被爆者から受け取った思い
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被爆者⾃⾝が今⽇までの被爆体験を抱えながら

「ふたたび被爆者をつくらせない」と⾏動し続けることが、

原爆の反⼈間性の根拠であり、

この⽴場は「核の時代に⽣きる私たち」も同様でならなければならない。 
1981年8⽉8⽇「原爆を裁く国⺠法廷」の審判⽂⼀部（⽯⽥、1983） 

被爆者から受け取った思い



谷口稜曄 さん

2017年8月30日死去

私たち被爆者がもし一人もいなくなったときに、
どんな形になっていくのか、それが一番怖い。

被爆者から受け取った思い



核兵器をめぐる現在の状況
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世界終末時計

人類の終末まで「残り90秒」
2023年１月24日（金）（米国時間）2023年の終末時計が発表され、過去最も終末に近づいた。

終末時計は、米国の原子力科学者会報（Bulletin of the Atomic Scientists）が1947年以来定期的に発表しているもので 、

核戦争などによる人類の終末を午前０時とし、その終末までの残り時間を「あと何秒（分）」という形で示されている。

写真：Bulletin of the Atomic Scientistsのwebサイトより

核兵器をめぐる現在の状況



いまだに１万発を超える

核兵器が存在する
米国・ロシアの核兵器保有数が減少した一方、英国・中国・インド・

パキスタン・北朝鮮の核兵器保有数は増加している。総数としては減少

傾向にあっても、配備・非配備を含めた「現役」の核弾頭の削減幅はき

わめて限定的であり、核軍縮が進んでいるとは到底言えない状況にある。

核兵器をめぐる現在の状況



核兵器禁止条約が発効

2021年1月22日

核兵器は国際法で違法に

署名国 93か国

批准国 69か国
※ 2023年9月19日現在

核兵器をめぐる現在の状況



ー 2022年 2月24日：ロシアによるウクライナ侵攻開始ー

核戦争の可能性が再び現実のものになった。
2022年3月14日 国連事務総長 アントニオ・グテーレス

核兵器をめぐる現在の状況



ロシアが隣国のベラルーシ（ウクライナの北）に戦術核を配備

配備された核兵器は広島・長崎の３倍の威力を持つ

2023年6月

ロシアのプーチン大統領による戦術核兵器使用の脅威は「現実的」だ。
アメリカ・バイデン大統領

2023年6月19日

核兵器をめぐる現在の状況



l アメリカ・プリンストン大学が 2 0 1 9年に公開したロシアとNATO間で戦争が行われる際の

シュミレーション動画

l ヨーロッパにおける１発の核兵器の警告発射が引き金になり核戦争が起こり、わずか数時間

で 9 0 0 0万人以上の死傷者が出るという予測

PLAN A

核兵器をめぐる現在の状況
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日本

l 安保 3文書（国家安全保障戦略 /国家防衛戦略 /防衛力整備計画）

l 防衛費倍増（ 2 0 2 7年度には倍増 -世界３位の軍事大国へ -）

海外

l 欧州各国：軒並み軍拡（ドイツも国防費をGDP比 1 . 5→ 2%）

l 韓国：大統領による独自核武装に言及

軍拡へ世界の方向転換が進む

核兵器をめぐる現在の状況
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核兵器をめぐる現在の状況

今、感じている危機感

必要悪としての核兵器が幅を広げ

絶対悪としての核兵器が置き去り

核兵器が人間の尊厳を奪う兵器であるという認

識は置き去りにされたまま、核軍拡へ世界が踏

み出していること



被爆地‧⻑崎の現状と課題
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被爆者の平均年齢は85.01歳

被爆者のいない時代は

間近にせまっている

被爆者の数は2022年3月末時点で全国で合わせて11万3649人

※ピーク時は1980年の36万8259人

2022年度は5286人減った。

10年後の子ども達は被爆証言を直接聞くことが難しいかもしれない。
図：厚生労働省の被爆者（被爆者健康手帳所持者）数の推移より作成

被爆者に残された時間はわずか
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被爆地‧⻑崎の現状と課題
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写真：NBC

写真：NBC

写真：NHK

写真：NHK

写真：テレビ東京

被爆地‧⻑崎の現状と課題
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被爆地‧⻑崎の現状と課題



l被爆体験を伝える活動
l核兵器廃絶のための活動
l実態調査‧記録活動
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被爆地‧⻑崎の現状と課題

被爆者に頼ってきた活動



l 親族に戦争体験者‧被爆者がいない
⼈たちも増えてきている

l 当事者中⼼から⾮当事者中⼼へ
l 市⺠運動‧活動の変容
l ⼈⼝減（とりわけ現役世代の減少）
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被爆地‧⻑崎の現状と課題
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⾮当事者の私たちが
「被爆体験」を

どう語り継いでいくのか

被爆地‧⻑崎の現状と課題

10年後の被爆地⻑崎を考える
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原爆ドームや平和祈念資料館などの「ミュージアム」を訪れ、何名かの「戦
争体験者」の話を聞いて、最終的に「戦争は絶対にダメ」ということを学ぶ。
戦後ずっとくり返してきた⽇本の夏の⾵物詩であり、それを⽇本では「平和
教育」と呼んでいる。

もちろん、それは⼤切なことだと思う。でも、学⽣時代の私⾃⾝を振り返る
と、結末を知らされた映画を何度も観ているみたいで、「戦争は絶対にダ
メ」を繰り返されることに少々辟易してたのも事実だ。正直に⾔えば、「そ
んなことは⾔われなくてもわかってるよ」と⼼のなかでは思っていた。

伊藤剛（2015）『なぜ戦争は伝わりやすく平和は伝わりにくいのか』光⽂社新書

被爆地‧⻑崎の現状と課題



被爆前の⽇常にフォーカスを当てる
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長崎にやってくる修学旅行生の意識は“長崎といえば原爆”である。
それはそうだが、原爆は平時のある日あるとき、突然空から降って
くるものではない。そのとき、日本は戦争をしていたという当たり
前のことが、ともすれば忘れられていることに注意を喚起したい。

ー⼭川剛（2008）『希望の平和学「戦争を地球から葬る」ための11章』⻑崎⽂献者

被爆者/元⼩学校教員

⼭川剛さん

被爆前の⽇常にフォーカスを当てる



戦争の記憶の仕⽅

【⽇本】
被害の記憶と終わった⽇
• 8⽉6・9⽇：原爆が投下された⽇
• 8⽉15⽇：終戦記念⽇

※現在⽇本では加害の記憶を想起すると
「反⽇」「⾃虐史観」と反発する声も多い

【ドイツ】
加害の記憶とはじまった⽇
• 1⽉27⽇：アウシュヴィッツが連
合軍によって開放された⽇

• 1⽉30⽇：ナチス内閣発⾜

参考
森達也（2015）『すべての戦争は⾃衛意識から始まる「⾃分の国は⾎を流してでも守れ」と叫ぶ⼈に訊きたい』ダイヤモンド社

伊藤剛（2015）『なぜ戦争は伝わりやすく 平和は伝わりにくいのか』光⽂社新書 35

被爆前の⽇常にフォーカスを当てる
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アウシュビッツの視点にヒントを得る

l 歴史を継承するには⽣還者の⾔葉を正確に伝えることが⼤切ですが、⼀⽅で、『なぜこんな悲劇が起き
たのか』という理由や背景を⽣還者に求めるのは困難。そこは戦争を経験していない、案外遠いところ
の外国⼈の⽅が、客観的に捉えられることがある

l ⽣還者で元館⻑の故カジミエシュ・スモレンさんは、ドイツ⼈の来訪者にも『あなたたちに戦争の責任
はない。でも、なぜ起きてしまったのかを考え、⼆度と繰り返さないように⾏動する責任はある』

l 当事者が語ってきたことを元に、事実を誇張して伝えるのではなく、「これを繰り返さないためにはど
うしたらいいのか」という問いを深めていくことが重要

参考
朝⽇新聞2020年09⽉19⽇朝刊「 「部外者」が伝える虐殺 アウシュビッツ公式ガイド・中⾕剛さん」

東洋経済オンライン「アウシュヴィッツ⽇本⼈ガイドが語る戦争伝承」

被爆前の⽇常にフォーカスを当てる
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当時と今の「違い」だけではなく

「共通点」を見つけること

今と当時が地続きであるという感覚を養うこと

から始める。そののちに「当時の人たちはなぜ

戦争を止められなかったのか」「反対しなかっ

たのか」を深掘りして教訓にするきっかけに。

被爆前の⽇常にフォーカスを当てる
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当時と暮らし、日常を知ること

原爆が奪ったものを想像すること

被爆前の⽇常にフォーカスを当てる
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※：提供いただいた写真をフォトショップのニューラルフィルターを使⽤してカラー化したもの

被爆前の⽇常にフォーカスを当てる
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継承活動の持続可能性
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継承活動の持続可能性

平和活動を行う若者の悩み

高校卒業以降関わる受け口が少ない

ボランティア以外の関わりしろがない
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参考資料：核兵器が持つリスク
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